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・ 母 親 間 の 下 着 の 着 用 意 識　 第１ 報　 下 着 と上 着 の関 連 性

院 大 家 政　 井 上 和 子　 ○田 中 弘 美

政　 井 手 真 理　 小 林 茂 雄

被　服　197

目 的：　　下 着 は 上 着 と と もに ー つ の 服 装 を形 成 す る が 、現 在 で は 下 着 にli 本 来 的 な 保 健 衛

生 機 能 と な ら ん で 、 フ ァ ッ シ ョ ン 性 が 強く 志 向 さ れて い る 。し か し 、自 己 表 現 の 場 と し て

の上 着 と 、原 則 と し て 上 着 の 下 に 隠 れ て 表 に 見 えな い 下 着 と の間 に は 、着 用 意 識 に 差 異 が

あ る と 思 わ れ る 。 本 報 では 、 下 着 と上 着 の 着用 意識 に つ い て 学 生 ・ ＯＬ ・ 母 親 を 対 象 と し

て 調 査 を 行 い 、それ ぞ れ の 特 徴 につ いて 考 察す る 。

方 法：　　東 京 及 び そ の 近 郊 に 在 住 す る女 子 学生(   18～22 歳 ） 、O    L    （20 ～29 歳 ） 、 母 親（

40 ～50 歳 ） そ れ ぞ れ　200 名 、 計　6oo 名 を 対 象 と し て 、下 着 の 着 用 意 識 に 関 す る29 項 目 、 上

着 の 着 用 意 識 に 関 す る25 項 目 につ いて 、 質問 紙 調 査法 によ り 調 査 を 実 施 し た 。 調 査 日 は

1990 年11 月 で あ る 。 調 査 デ ー タは 単 純 集 計 、平 均 値 の 差の 検 定 、相 関 分 析 及 び 因 子 分 析 に

よ り 解 析 し た 、

結 果：　　因 子 分 析（ 固 有 値　1 .O以 上 、 バリ マ ッ クス 回 転 ）に よ り 、 下 着 と 上 着 で は そ れ ぞ

れ ８ 個 の 基 本 因 子 が 抽 出 さ れ た 、（ 累 積 寄与 率 は 下 着53 ％, 上 着55.8%    ) 。 下 着 で は,     3

者 と も に 下 着 は 清 楚 で あ る べ き だ とし て い る が 、学 生 と Ｏ Ｌ は 実 用 性 よ り 装 飾 性 を 、 母 親

は 実 用 性 を よ り 重 視し て い る 。 ま た 、0  L と 母 親は 、 高級 志 向 が う か が わ れ る 。 上 着 で は

。学 生 と ＯＬ は 。 自 己 顕示 や 心 理的 高 揚感 を求 め る が 、母 親は 経 済 性 、 実 用 性 を 重 ん じ て

い る 。 下 着 と 上 着 の 関 係で は 、３ 者 にお い て 下 着 は 清 楚 な 色 、柄 や シ ンプ ル な も の を 好 む

の に 対 し て 、 上 着 は 自 分 の 容 姿 を 目 立 た せ る服 装や 有 名 ブ ラ ンド も の な ど を 好 み 、 心 理 的

高 揚 感 、安 定 感 を 求 め フ ァ ッ ショ ン 志 向 性は 積 極的 で 、自 己 表 現 の 一 部 と 意 識 し て い る 。
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･   O  L   ･ 母 親 間 の 下 着 の 着 用 意 識　 第2 報　 着 用 意 識 と 性 格 特 性c 関 連 性．

県 立女 短 大　 ○ 小 菅 啓 子　 元 山 梨 大 教 育　 矢 崎 浄 子

女 大 家 政　　 盛 田 真 千 子　 香 川 幸 子　 共 立 女 大　 小 林 茂 雄

目 的 ： 前 年 度 の 研 究Iで 、 衣 生 活 に お け る 多 様 化 は 、 下 着 の 着 用意 識 に つ い て も 現 れ て い

こ と が 、 下 着 の 着 用 意 識 の 世 代間 （ 女 子 大 学 生 と 母 親 ） の 特 徴 を 考 察 する こ と に よ り 、

ら か に な っ た。 本 報 で は 、 第 １ 報 に 示 す よ う に 、 調 査 対 象 者 を 広 げ る と 共 に 、 下 着 な ら

に 上 着 の 着 用 意 識 と 性 格 特 性 と の 関 連 性 に つ い て 考 察 し た 。

調 査 及び 解 析 方 法： 調 査 対 象 者 及び 調 査 時 期 、 な ら び に 「 下 着 と 上 着 の 着 用 意 識 」 の 調

内 容 は 第 １ 報 と 同 様 で あ る 。 性 格 調 査 は 、 鈴 木 裕 久 氏 の パ ーソ ナ リ テ ィ- ス ケ ール を 用

て 行 な っ た 。 着 用 意 識 と 性 格 特 性 と の 関 連 性 は 、 第 １ 報 で 得 た 、 因 子 分 析 法 に よ る 着 用

識 の「 因 子 得 点 」 と「 性 格 得 点 」 の 相 関 関 係 、 な ら び に 性 格 得 点 別 に み た 各因 子 の 因 子

点 の プ ロ フ ィ ール を 基 に 解 析 し た 。

結 果 ： 第1  報 に お い て 、 下 着 と 上 着 の 着 用 意 識 に つ き 、 因 子 分 析 に よ り 、 そ れぞ れ８ 個

基 本 因 子 が 抽 出 さ れ た 。 こ れ ら の 因 子 と 性 格 特 性（ 同 調 、 情 報 欲 求 、 自 己 顕示 欲 、 好 奇

） の 関 連 に つ い て 、 相 関 係 数 を 算 出 し 、 有 意 性 の 検定 を 行 な っ た 。 そ の 結 果 、 自 己 顕 示

と の 間 に 相 関 関 係 か 多 く み ら れ た。 すな わ ち 。 下 着 で は ３ 個 の 因 子（ フ ァ ッ ショ ン ・ 高

志 向 性 、 軽 装 化 、 デ ザ イン 性 ） 、 上 着 で は ５ 個 の 因 子（ フ ァ ッ シ ョ ン 志 向 性 、 心 理 安 定

、 自 己 顕示 、 経 済 性 、 素 材 意 識 ） と 自 己 顕 示 欲 と の 間 に 相 関 関 係 か 得 ら れ た。 ま た 、 性

得 点ご･と に み た 、 各 因 子 の 因 子 得 点 の プ ロ フ ィ ール に つ い て は、 上 着 に つ い て 、 性 格 得

の 低 い も の と 高い も の と の 間 に 、 正 負 対 称 的 な プ ロ フ ィ ール を 得 た。

1）日 本 家 政 学 会 第4    2 回 大 会口 頭 発 表（19    9   0 ）


